
 26名死亡 翌日死者を掘出し、死体を三宝寺門前  

 に並べた。 

 

・激浪は西海子通りまで達し、海岸から500ｍも離 

 れたところまで達したところもあった。 

・山王橋脇の宗福寺本堂は、200ｍほど流された。 

・現在の町田小学校付近で水深１ｍ程あった。 

・浜町4丁目国道1号線付近は、床上0.6～1ｍの浸   

 水で酒匂川の様であった。 

 災害の原因としては、堤防そのものが北条時代の

大外郭の一環として堅固な土塁をそのまま使用して

いたため、明治維新以後、十分な補修がなされていな

かったようである。そのため人災といわれており、明

治３８年春までに約２.４ｋｍの新海岸堤防を整備し

た。現在は、西湘バイパスが、堤防の役目を果たして

いる。（参考文献：市制４０周年記念誌「目で見る小

田原の歩み」） 

 家族（兄弟も含めて）内で、「親は昔から家族で

診るもの」と言う考えにとらわれている人がおり、

施設サービスを受けるまで多くの時間と労力を要し

た。 

 こうした相談の際、私は、寝たきりの現状をお話

します。 

 

にのぼります。 

 ６５歳以上で亡くなった方の

. になります。 

 今は、サービスを上手く利用して、長期間の介護

と付合う時代なのです。 
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小田原でも大規模な高潮被害があった！ 

前回までの残高              １２６,２４７円   

印刷代（ビラ印刷代）         ２０,０６０円 

交通費（駐車場、燃料代）        ９,５８９円 

携帯電話代               ３,４１８円 

勉強会費            －２００円 

寄付（ﾋﾗﾉ、ｸﾂﾏ、ﾑﾛﾌｼ様）    ―２９,０００円 

合計 00/10/2～00/11/2                  ３,８６７円 

寄付は､さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾄﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ出張所 

普0051228 武松政策研究会 武松忠 まで！     

介護保険６ヶ月！ 
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 介護保険が始まり、早くも６ヶ月が経ちました。

１号保険者（６５歳以上）の保険料納付も１０月か

ら始まりましたが、大きな混乱も無くまずまずの滑

り出しと言えます。 

 介護に対する色々な相談も私のところに来ていま

すが、傾向として多いものを挙げてみます。 

 要介護認定は受けたものの、ケアプランを作成し

なかったため、急にサービスが必要となった場合、

すぐに利用できなかった。 

 確かに仕組みが複雑ですが、早めの申請が大切！ 

 防災について調査していた時に聞きなれない災害

がありました。大海嘯といって高潮被害の事なので

すが、関東大震災の津波と混同して記憶されている

方も多く、もう一度まとめてみます。 

 に小田原地

方を中心とする吉浜から大磯に至る県西海岸地方を

襲った海嘯は、大被害をもたらした。この年、９月

に入ってから波が荒れ始め、２８日の午前１１時ご

ろ急に大波となって陸地に押し寄せてきた。激浪は

防波堤を越え市街地まで侵入した。 

・死者     ５６人 ・負傷者   ３４３人 

・行方不明    ４人 

・家屋全半壊 ４７０戸 ・家屋流出  ５５２戸 

・家屋浸水 １３５０戸 

500  

激浪は森戸川をさかのぼり、鉄道線路に沿った数   

10万㎡の田畑に氾濫し、一面湖水のようになった。 
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武松政策研究会 月例勉強会のお知らせ 

どなたでもお気軽に参加下さい。 

    テーマ：「青少年相談センターと最近の子供達について」 

    講師 ：青少年相談センター担当 

    日時 ：１１月１８日（土） １８：００～２０：００  

    場所 ：小田原市民会館６階 第３多目的室 

    参加費：１００円 出欠席の連絡は、不要です。当日、直接現地に来て下さい。 

    終了後、懇親会（実費３０００円程度）を行います。 

 

会員募集！ 

 後援会員を募集しています。年会費１口３０００円で上限は１０口とします。会費は月刊武松の制作や発

送、勉強会の運営、交通費等に充てられます。 

振込先：さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾄﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ出張所 普0051228 武松政策研究会 武松忠 まで！     

酒匂川左岸海岸を海水浴場にはできないか？  西酒匂在住 男性  

 酒匂川の東側海岸には、夏場多くの人が集まってきます。泳いでいる人もいます。何かあった際は、

遊泳禁止の地域で泳いで水難事故に遭ったと報道されるでしょう。なんか違うって思っています。 

 人が集まって多くの人が泳ぎ始めたら、海水浴場に指定して、海難事故防止ができないかな。 

 場所はいいし！車は止められるし！一寸入口が狭いけどこれも整備したりして、人を集めて（金は落

とさないかな？） もし、海水浴場を作る場合、手続きや条件は難しいでしょうか？ 

 

海水浴場指定についてお答えいたします。 

・酒匂川左岸海岸は、 に指定され、占有（建造物を建てる）することができません。 

 （海岸法第7条） 国府津プールや御幸の浜プールは、法制定以前に設置されたため認められた。 

・保健所管轄の海水浴場指定条件は、 ですが、上記海岸法に  

 より建造物を建てることできないため、シャワーやトイレの設置ができません。→  

・河口付近のため、海流と水流が入り混じり水面下で複雑な潮の流れがあり、水難事故も多い。 

現状は、車乗り入れ自由、海水浴黙認で自由に使えます。当面は自己責任で利用するしかありません。 

The Voice    今までに頂いたご意見から 

 月例勉強会では、教育の現状と課題（７月）、学

校と地域（８月）、地域教育力（９月）、１７才少

年犯罪について（１０月）と続けてきました。 

 学校と地域の連携の必要性や、民俗芸能を通した

世代間の交流など、方法論は、別にして地域と学校

のコミュニケーションが大切であると改めて認識し

ました。 

 １０月の勉強会では、現職の高校管理職をゲスト

に迎え、子供達だけでなく大人の世界も変わってき

ていることが浮き彫りにされました。 

 その一例を次に示します。 

（朝食抜き、個食） 

 食費として与えた小遣いが、遊行費となり、次に  

 不足した食費をかつあげにより調達するようにな 

 る。 

 昼夜逆転。席に着くとすぐ寝る。 

 親を呼び出すと、まず母親が学校に来て、帰宅後  

 様子を父親に伝える。次の呼び出しの際、父親が  

 学校に来ると、本人を前に「いい父親ぶる」例が 

 多く、結果「学校が悪い」と本人の前で言ってし 

 まう。本人は、事実関係はわかっているので、逆 

 に親を見下すきっかけになってしまっている。 

 問題があった場合、学校を通さず、直に上部機関 

 に話を持っていってしまう。また、上部機関も、 

 そのまま学校側に管理責任を問うなど、クレーム 

 （苦情）処理の手順に問題がある。 

（親） 

 いじめの対象になるし、バイトも限られる。… 

高校生もいる。 

  続きは、１１月の勉強会で…・・。 

勉強会の教育論議から 


